
推しの缶バッチやキーホルダーなどグッズをたっぷり収納。
上段の引き出しは収納したままでも中の推しが見れる

推し活チェスト

3個
3枚
1個
8枚
1枚
2枚
2個
1個
2個
3個
1個
1個
1個

桐材2P 45×3×0.5cm
木板 45×9×0.9cm
木製角材 3P　45×1.2×1.2cm
MDF/ウッドボード 30×２0cm
合板　45×３0cm
コルク　長方形
フォトフレーム クリア モノクロ 2L写真サイズ
ポリスチレンプレート 1.0mm厚 ２P
水性塗料　スノーホワイト　８０ｍｌ
ハンドル　93mm
蝶番22mm　4P
アーチ型留め金　古色仕上げ
ホーム釘　70P　ブロンズ

えんぴつ、ノコギリ、紙やすり、紙コップ、ハケ、
きり、ドライバー、カッター、接着剤、ペン

縦：約22.5cm　横：約31cm　高さ：約30cm

材料を準備します。
木材の寸法を測り、えんぴつで印をつけ、ノコギリでカットします。
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【桐材】
45×3cm 板A 補助パーツ ×4

45
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3
【桐材】
45×3cm 板B 板B ×2

45

30 15

1.2【角材】
45×1.2cm 角材 ×2

45

9
【木板】
45×9cm

×2板C

45

9
【木板】
45×9cm

×1板D 板D
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MDF/ウッドボードの寸法を測り、えんぴつで印をつけ、紙やすりで削ります。

板の削り方
断面が真っ直ぐになるように、
板を紙やすりに対して平行に動
かして削ります。紙やすりが動い
てしまう場合は、テープで固定
するか、紙やすりを床に置き、両
足で押さえながら削ってくださ
い。

×3

45

【合板】
45×30cm 背板

引き出し底板

板材の寸法を測り、えんぴつで印をつけ、ノコギリでカットします。

31 14
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20

30

20

30

0.2

【MDF／ウッド】
30×20cm

【MDF／ウッド】
30×20cm

MDF/ウッドボードを紙やすりで削ります。
１枚は右上の角を、もう１枚は左上の角を丸くします。

紙やすり

側板A 側板B

【MDF／ウッド】
30×20cm

紙やすり
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色の選び方
水性塗料のほかにも、ラッカー
などを使って、好きな色や推し
の色に合わせるなど色を選んで
みましょう。

×3

色をぬります。
板A２枚、板C１枚の片面にハケを使って水性塗料をぬります。
水性塗料は紙コップに入れてぬります。粘度が高くぬりにくい場合は、水を入れて少しうすめましょう。

引き出し底板

板C

板A ※塗らない

裏面

※塗らない

裏面

×1

×2

断面

断面

それぞれの板材の断面と表面を紙やすりで整えます。

紙やすり 紙やすり 紙やすり 紙やすり

引き出し底板の断面にハケを使って水性塗料をぬります。
水性塗料は紙コップに入れてぬります。粘度が高くぬりにくい場合は、水を入れて少しうすめましょう。



推し活チェストCopyright by ECHO KINZOKU Co.,Ltd/Copyright by Seria Co.,Ltd. 04

MDF面 天然木面

【MDF／ウッド】
30×20cm

×3

角材・側板・背板・MDF/ウッドボードにハケを使って水性塗料を全面にぬります。断面にも忘れずにぬりましょう。
水性塗料は紙コップに入れてぬります。粘度が高くぬりにくい場合は、水を入れて少しうすめましょう。

断面

断面

背板

角材 ×2

×2

断面

断面

側板
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板C２枚・板D２枚・引き出し底板を接着剤で接着します。

板C

板D

板C

×2

板D

ハンドルの位置を決め、えんぴつで印をつけ、
キリで下穴を開けてからネジで固定します。

11 11 11 11

3.5
9.5

板A

×2

引き出しを組み立てます。

板B

板A２枚・板B２枚・引き出し底板を接着剤で接着します。

板A

板B

引き出し底板

引き出し底板
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接着と乾燥
接着剤はヘラなどで平らに伸ば
してください。接着後は、本など
で均等に重しをしながら乾かし
てください。

棚を組み立てます。
側板A・側板B・背板・MDF／ウッドボードを接着剤で接着します。

引き出しの底にコルクを接着剤で接着します。

×2

背板

側板A

MDF／ウッドボード

30

31

側板B

3.5

×2

補助パーツ

7.3 7.3 7.3 7.3

補助パーツ

補助パーツを引き出しの内側に接着し、
ネジの先端を覆います。
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接着剤が乾燥したらきりで下穴を開け、釘で固定します。

両面を塗ったMDF／ウッドボードの３辺に接着剤をぬります。
高さ9.5cmの引き出しをセットし、天然木側を上にしたMDF／ウッドボードを差し込み接着します。

引き出しの確認
棚板のMDF/ウッドボードを差
し込んだら、引き出しがスムーズ
に出し入れできることを確認し
てください。

左側面 右側面背面
釘17mm 釘17mm釘17mm

MDF/ウッド



推し活チェストCopyright by ECHO KINZOKU Co.,Ltd/Copyright by Seria Co.,Ltd. 08

　 の接着剤が乾燥してから、両面を塗ったMDF／ウッドボードの３辺に接着剤をぬります。
高さ3.5cmの引き出しをセットし、天然木側を上にしたMDF／ウッドボードを差し込み接着します。

MDF/ウッド

角材

角材

　 の接着剤が乾燥してから、角材に接着剤をぬります。
残りの引き出しをセットし、角材を手前と奥に接着します。
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接着剤が乾燥したら引き出し全て取り除き、
きりで下穴を開け、釘で角材を固定します。

釘17mm

×4

仕切り板について
仕切り板は収納するものに
合わせて作ります。用途に
よって仕切り板を無くしたり、
増やしてください。

仕切り板を作ります。
ポリスチレンプレートの寸法を測り、ペンで印をつけ、カッターでカットします。

26
26

18.5

18.5

1.5

×41.5
18

1.5 1.5 1.5 1.5

1.5 1.5 1.5 1.50.7

8.6

6.1 6.1

8.6

0.1

0.8

0.1

2

2

2

2

2

2

2

2

※縦2×横0.7cm（８枚）は補助パーツです。

0.8
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扉を作ります。
フォトフレーム裏面の金具を外し、透明板を取り出し片面の保護フィルムをはがします。

裏面

保護フィルム×2

×2
3.

ポリスチレンプレートを組み合わせ、高さ3.5cmの引き出しをセットします。

×2

5
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フォトフレームに接着剤をぬり、透明板の保護フィルムをはがした面を接着します。

表面 裏面

×2 保護フィルム
なし

保護フィルム
あり

フォトフレーム並べ、留め金を置いてえんぴつで印をつけ、
キリで下穴を開けてからネジで固定します。

8.5

8.5

ポリスチレンプレートで作った補助パーツを２枚重ね、蝶番を置いてえんぴつで印をつけ、
キリで下穴を開けます。

×4



フォトフレームを本体に置き、蝶番を置いてえんぴつで印をつけ、
キリで下穴を開けます。

側板と蝶番の間に補助パーツ入れ、ネジで固定します。

4.5

4.5

4.5

4.5

扉の内側の保護フィルムをはがして完成です。

保護フィルム
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